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　R3年度 ～ 　R3年度

（成果の目標値に対する実績） 達成度 Ａ 

現状値 目標値 実績値

（ R2年度） （令和3年度） (4年3月時点)

(目標) (目標)

(実績) (実績)

令和３年度　構成事業
事業効果

① ○

② ○　△　×

③ ○　△　×

④ ○　△　×

⑤ ○　△　×

⑥ ○　△　×

成果検証を踏まえた
今後の改善策

・４年度も引き続き３年度講座参加者の交流の機会の提供や創業に向けた
支援を行っていく。
・物販以外の方（ワークショップやカウンセリング等の無形商材）もお試
し出店ができる機会を提供する。

実施事業について
十分に成果が認められた点

・起業に関する知識や情報に対する相談だけでなく、子育てやライフプラ
ンとの両立などに関する個人に寄り添った悩みごとの相談ができる機会を
提供することができた。
・セミナーや講座を通して創業に興味がある女性同士や市内女性起業家と
のネットワークを形成することができた。

実施事業について
成果が不十分である点

・実績が１年分のみであることから、この事業を通して実際に創業するま
でに到達した実績が少なかった。
・物販以外の業種の方がお試しで出店できる機会を提供することが難し
かった。

【成果検証の総括・改善策の検討】

構成事業名 事業効果の概要及び原因分析

女性の活躍・創業支援事業
市内女性起業家へ相談できる相談会を実施したことで
従来の中小企業診断士による「起業個別相談会」より
も女性が相談しやすい機会の提供ができた。

（成果を検証する指標）

起業に関する各種相談会に参加する女性の数
（成果検証の具体的な方法）

相談会への参加者数を集計する。

【事業効果の整理・原因分析】

２４名

（施設建設等の場合の実績）

年間利用者数
（人）

稼働率
（％）

成果指標
５名
（R2年度）

２０名

住民への公表状況
及び特記事項

提案事業名

事業期間

成果検証報告書

【成果指標の達成状況】 成果検証実施年度　　　４年度　

市町村名

女性の活躍・創業支援事業

川口市
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（記入上の注意）

【成果指標の達成状況】

・達成度（Ａ・Ｂ・Ｃ）の判断基準は次のとおりとする。

「達成度Ａ」 目標値に対する実績値の伸び率が８０％以上の場合

　実績値≧（目標値－従前値）×８０％＋従前値

「達成度Ｂ」 目標値に対する実績値の伸び率が６０％以上８０％未満の場合

　（目標値－従前値）×６０％＋従前値≦実績値＜（目標値－従前値）×８０％＋従前値

「達成度Ｃ」 目標値に対する実績値の伸び率が６０％未満の場合

　実績値＜（目標値－従前値）×６０％＋従前値

【事業効果の整理・原因分析】

・事業効果（○・△・×）の判断基準は次のとおりとする。

「事業効果○」 事業効果の発現が十分に認められる

「事業効果△」 事業効果の発現が多少認められるが、不十分な点がある

「事業効果×」 事業効果の発現がほとんど認められない


